
(房 uイ氏3)

公表 事業所における自己評1面総括表

O事業所名 みんなの居場所

○保護者評価実施期間 7年  12月  1日 8年 2月 28日

○保護者評価有効回答数 (対象者数) 3 (回答者数) 2

O従業者評価実施期間 7年  12月  1日 8年 2月 28日

O従業者評価有効回答数 (対象者数) 6 (回答者数) 6

○事業者向け自己評価表作成日 8年 3月 20日

○ 分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行つている取組等 さらに充実を回るための取組等

1

放課後等デイサービスでも親子療育や、少人数での対応をして

いる多機能の事業所です。

少人数だからこそ、保護者の相談に気軽にのれたり、急な予定

変更もスムーズ対応できています。

法人が様々な事業を行つている為、赤ちゃんから大人の方ま

で、幅広い世代の方とふれあいを大切にと一緒の空間で過ご

していだだいています。

2

3

事業所の弱み (※ )だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取

“

屋や工夫が必要な点等

1

引つ越してきたばかりで地域との交流が十分ではない事があり

ます。

地域の公民館のホームページなどで地域の活動の情報を得た

り、SNSを活用し地域交流の機会がない力W晴報収集していく。

近くに公民館や他の事業所があるので、そうしたところと今

後交流を図つていきたい。

2

3



(月」4氏 5)

公表 事業所における自己評価結果

事業所名 みんなの居場所
公表日 8年   3月   20日

チェック項目 (よい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で通切であるか。

了

2
利用定員やこどもの状態等に対 して、 職員の配置数は適切である

か 。

了

3

生活空間は、こどもにわか りやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応 じ、パ リアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 了

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となつているか。
了

5
必要に応 して、こどもが個別のきB屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか。
了

業

務

改

善

6
業務改善を進めるための PDCAサ イクル (目標設定 と振 り返 り)

に、広 く職員が参画 しているか。
了

職員全体で取 り組めてはいない所があるの

で、そうした点を改善 していきたい。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
了

3
晴ほ員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
了

9
第三者による外部評1面を行い、評価結果を業務改善につなげている

,〕 。`
了

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
了

11 題切に支援プログラムが作成、公表されているか。

了

12

口々のこどもに対 してアセスメン トを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析 した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。 了

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発連支援管理貢

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 了

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援

が行われているか。
了

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメン トや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメン トをイ費用する等により確認しているか。 了

16

政課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイ ドライ

ンの 「放課後等デイサービスの提供すべき支援 Jの「本人支援 J、

「家族支援」、「移行支援」及び 「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
了

17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。

/ヽ

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

了

通

切

な

支

援

の

提



供

19
こどもの状況に応して、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
/ヽ

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認 し、テームで運携 して支援を行つてい

るか。 ′ヽ

できていない時があるので、改善していきた

い 。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返 りを行い、気付いた点等を共有しているか。
了

できていない時があるので、改善していきた

い 。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
了

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行つているか。
了

24
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行つているか。
′ヽ

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行つているか。
了

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26
障害児相談支援事業所のサー ビス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解 した者が参画しているか。
了

27
l也域の保健、医療 (主治医や協力医療機関等 )、 障害福祉、保育

教育等の関係機関と連携 して支援を行う体制を整えているか。
了

28

学校 との情報共有 (年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

ケxlの確認等 )、 連絡調整 (送迎時の対応、 トラフル発生時の連絡 )

を通切に行つているか。 了

29
就学前に利用 していた保育所や幼稚囲、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
了

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等ヘイ多行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。 了

31
l也域の児重発達支援センターとの運携を図り、必要等に応 してスー

パーパイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
了

32
放課後児童クラフや 児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
了

職員がうかがう事はあるが、交流といつた点

ではないので、今後そうした交流ができるよ

うに取り組んでいきたい。

33 (自立支援)協議会等へ積極的に参加しているか。

了

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持つているか。
了

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム (ペアレント トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行つてい否か。 了

親子療育を実施しているが、ペアトレ等のプ

ログラムはないので、今後取り入れられるよ

うにしていきたい。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
了

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 了

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか。
了

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応し、面談や込

要な助言と支援を行つているか。
了



保

護

者

へ

の

説

明

等

40

父母の会の活動を支援することや 、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。 /ヽ

日々の活動の中で交流される場面はあるが、

特別機会を設けてはいないので、今後そうし

た機会も設けていけたらと思います。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知 し、苦情があつた場合に迅速かつ適切に

対応しているか。 了

42

定期的に通信等を発行することや、HPや SNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信 しているか。 了

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

y

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
′ヽ

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
′ヽ

非

常

時

等

の

対

応

46

事故防止マニュア)レ、緊急時対応マニユアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニユアル等を策定 し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施 しているか。 ′ヽ

47
業務継続計画 (BCP)を 策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行つているか。
了

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
/ヽ

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
′ヽ

50
安全計画を作成 し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
了

51
こどもの安全確保に関 して、家族等 との運携が図られるよう、安全

計画に基づ く取組内容について、家族等ハ凋 知 しているか 。
′ヽ

52
ヒヤリ八ッ トを事業所内で共有 し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
′ヽ

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
了

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う力Чこついて、組織的に

決定 し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載 しているか。 了



(別紙 4)

公表 保護者等からの事業所評価の集計結果

事業所名

|み

んなの居場所
公表日 2026年 3月 20日

利用児童数 3名 回収数 2名

チェック項目 (dい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 こ

~意
見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

盤

働

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

1 1

1人のスタッフに業務が集中しているよ

うに感じます。

ご心配頂いていましたが、ごI」用児の特

性に合わせてR説員を配置している旨をお

伝えするとこ理解頂けた。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造fヒされた環境になつていると思い

ますか。また、事業所の設偏等は、障害特性に応じて、アくリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ことる環境になつていると思いますか。

また、こども連の活動に合わせた空間となつていると思いますか。
2

題

切

な

支

援

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますん`。
2

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか 。
1 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画 (個別支援計画)が作成されて

いると思いますか。 2

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスカイ ドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に:豊定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

′〕`。 1 1

9 放課後等デイサービス言十画に沿った支援肘 ;われていると思います力ヽ

2

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か 。

2

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
1 1

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
2

13
「放課後等デイサービス計画Jを示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・ トレー三シ

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 1 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
2

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の Fテ伺催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きようだ

い向けのイベン トの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされていますか。
1 1

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整偏されている

とともに、こどもや保護者に対 してそのような場があることについて周

矢□・説明され、相談や申入れをした際に諷凍かつ適切に対応されています

か。
2

保

護

省

へ

の

説

明

等



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動,服要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結興をこどもや保護者に女寸して発信さ

れていますか。 1 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

2

非

常

時

等

の

剣

応

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニユアル、防犯マニュア

リレ、感染症対応マニユアル等が策定され、保護者に周知 説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 2

24
事業所では、非常災審の発生に偏え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
1 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保がす分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
1 1

26
事故等 (怪我等を含む。)が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
1 1

粛

足

度

2, こどもは安心感をもつて通所 していますか。

2

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

2

29 事業所の支援に満足していますか。

2



(房明氏3)

公表 事業所における自己評価総括表

○事業所名 みんなの居場所 児重発達支援

○保護者評価実施期間 7年 12月  1日 8年 2月 28日

O保護者評価有効回答数
(対象者数) 5 (回答者数 ) 5

○従業者評価実施期間 7年 12月  1日 8年  2月  28日

○従業者評価有効回答数
(対象者数) 6 (国答者数 )

○事業者向け自己評価表作成日 8年 3月 20日

○ 分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識由に行つている取縄等 さらに充実を図るための取組等

1

親子療育や、少人数での対応をしている多機能の事業所です。 少人数だからこそ、保護者の相談に気軽にのれたり、急な予定

変更もスムーズ対応できています。

法人が様々な事業を行つている為、赤ちやんから大人の方ま

で、幅広い世代の方とふれあいを大切にと一緒の空間で過ご

していだだいています。

2

3

事業所の弱み (※ )だと思われること
※事勲斤の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

引っ越してきたばかりで地域との交流が十分ではない事があり

ます。

地域の公民館のホ ームページなどで地域の活動の情報を得た

り、SNSを 活用 し地域交流の機会がない力Ч青報収集 してい く。

近くに公民館や他の事業所があるので、そうしたところと今

後交流を図つていきたい。

2

3



(】」,イ氏5)

公表 事業所における自己評価結果

事業所名 みんなの居場所 児重発達支援
公表日 2026年   3月  20日

チェック頂国 は い いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で通切であるか。

′ヽ

2
利用定員やこどもの状態等に対 して、職員の配置数は適切である

か 。

V

3

生活空間は、こどもにわか りやすく構造化された環境になつている

か。また、事業所の設備等は、障害の特'性に応し、パリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 了

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつているか。ま

た、こども連の活動に合わせた空間となつているか。
了

5
心要に応 じて、こども州 固別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか 。
了

業

務

改

善

6
業務改善を進めるための PDCAサイクル(目標設定と振 り返 り)に、

広く職員が参画 しているか。
了

職員全体で取り組めてはいない所があるの

で、そうした点を改善していきたい。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
了

8
晴et員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
了

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

ん`。
了

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
了

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。

了

12

回々のこどもに対 してアセスメン トを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析 した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。 了

13

児童発連支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でな く、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮 した検討が行われているか。 了

14
児重発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援が行われ

ているか。
了

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツー)レを用いたフオーマ

ルなアセスメン トや、日々の行動観察なども含も`インフオーマ)レな

アセスメン トを使用する等により確認しているか。 了

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ ドラインの「児重発達支

援の提供すべき支援」の 「本人支援」、「家族支援」、「移行支

I浸」及び「地域支援・地域運携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、冥

体的な支援内容が設定されているか。 /ヽ

17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。

了

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

了

通

切

な

支

銀

の

提

供



19
こどもの状況に応 して、個別活動と集団活動を通宣組み合わせて児

童発達支援計画を作成 し、支援が行われているか。
了

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役書」分担について確認 し、チームで運携して支援を行つてい

るか。 了

できていない時があるので、改善していきた

い 。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振 り返りを行い、気付いた点等を共有 しているか。
了

できていない時があるので、改善していきた

い 。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
了

23
定期的にモニタリングを行い、児重発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行つているか。
了

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているナつ`。
了

25
地域の保健、医療 (主治医や協力医療な能関等)、 障害福祉、保育

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
了

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インク)レージヨン推進の

観点から支援を行つているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校 (幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図つているか。
了

2フ
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校 (小学書F)との間で

支援内容等の情報共有と相互理解を図つているか。
了

28

(28～ 30は、センターのみ回答 )

l也域の他の児重発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行つているか。

29
質の向上を図るため、積れ坂的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、月説員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援 )協議会こども郡会や地域の子ども・子育て会議等へ積れ五

的に参加しているか。

31

(31は、事業所のみ回答 )

了

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応してスー

パーノ《イズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
了

職員がうかがう事はあるが、交流といつた点

ではないので、今後そうした交流ができるよ

うに取 り組んでいきたい。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持つているか。
了

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレー三ング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行つているか。 了

親子療育を実施しているが、ペアトレ等のブ

ログラムはないので、今後取り入れられるよ

うにしていきたい。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
′ヽ

36

児重発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。 了

37
「児童発達支援計画」を示 しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児重発達支援計画の同意を得ているか。
了

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行つているか。
了



床
護

者

へ

の

説

明

等

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援を している

か。 了

日々の活動の中で交流される場面はあるが、

特別機会を設けてはいないので、今後そうし

た機会も設けていけたらと思います。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整偏す

るとともに、こどもや保護者に周知 し、相談や申入れがあつた場合

に迅速かつ適切に対応 しているか。 了

41

定期的に通信等を発行することや、HPや SNS等を活用することに

より、活動Jl要や行事予定、連絡体制等の晴報をこどもや保護者に

対して発信しているか。 了

42 個人情報の取扱いに十分留意 しているか。

了

43
障害のあるこどもや保ぉ霊者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
了

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
/ヽ

非

常

時

等

の

対

応

45

事故防止マニユアル、緊急時対応マニユアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュア )レ等を策定 し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定 した訓練を実施 しているか。 了

46
業務継続計画 (BCP)を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な』練を行つているか。
了

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
了

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示きに基づく対応

がされているか。
′ヽ

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓1練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
了

50
こどもの安全確保に関して、家族等との運携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知 しているか 。
了

51
ヒヤリ八ットを事業所内で共有 し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
了

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
了

どのような場合にやむを得ず身体チ缶,束を行う力Чこついて、組織的に

決定 し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

菫発達支援計画に記載 しているか。 了



(別紙 4)

公表 保護者等からの事業所評価の集計結果

事業所名

|み

んなの居場所 児重発違支援
公表日 2026年 3月 1日

利用児重数 5名 回収数 5名

チェック項目 は い
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 c~意見を踏まえた対応

環

境

，

体

制

整

備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

5

2 l説員の配置数は適切であると思いますか。

5

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特
′性に応して、ノくリアフリー化や

情報伝達等への配慮が遇切になされていると思いますか。 4 1

部屋が 2階だが、構造上仕方ないと思う 2階の為、ど不便をおかけしています

エレベーター、昇降機を検討中。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつていると思いますか。

また、こども連の活動に合わせた空間となつていると思いますか。
5

週

切

な

支

援

の

農

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。
3 2

専門の先生が来てくれる。 専門の知識を持つた方に来てもらつてい

る 。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか 。
4 1

7

こどものことを十分理解 し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画 (個別支援計画)が作成されていると思

いますか。 5

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ ドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援 J、 「家族支援」、「移行支援 Jで示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。 4 1

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

5

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か 。

3 2

まだ、行き始めたばかりだからわからな

い 。

活動プログラムが固定化されないよう工

夫していますが、活動の中でご本人、ご

家族の取り組みたいことを活かしていけ

るようにします。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
2 3

今のところ機会がないので、関わつても

らラとるように取り組んでいきます。

12
事業所を利用する際に、運営規″ェ、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。

13 「児重発達支与震計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

14

事業所では、頻族に対して家族支援プログラム(ペアレント・ トレーエン

グ等 )や家族等も参カロできる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 4 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
5

16 定期的に、面 ,炎や子育てに関する助旨等の支援が行われていますか。

5

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

5

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きようだ

い向けのイベントの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされていますか。
1 1 3

行き始めたばかりなのでイベントがある

のを知らない

イベントの機会がある時はご紹介してい

きます。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整偏されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知 説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
5

保

題

者

へ

の

説

明

等



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
5

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 2 1 2

みたことがない HP等の観覧がしてもらえるようにアピー

,レしていきます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

5

非

常

持

害

の

対

応

23

事業所では、事故防止マニュアル、繁急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュ刀 レ等が策定され、保護者に周知 説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 4 1

事前説明を行った

24
事業所では、非常災書の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訂

練が行われていますか。
3 2

訓練を個別で実施

25
事業 P五より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
3 2

事前説明を行つた

26
事故等 (怪我等を含む。)が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
3 2

事前説明を行った

満

足

麿

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

5

泣かずに家を出る事ができる。 皆さん笑顔で来所して頂けているので

木ットしています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

5

到着すると喜′」、 皆さん笑顔で来所して頂けているので

ホットしています。

29 事業所の支援に満足していますか。

5



(男」帝氏3)

公表 事業所における自己評価総括表

○事業所名 天使の居場所

O保護者評価実施期間 令和7年 12月 1日 令不口7年 12月 20日

O保護者評価有効回答数 (対象者数) 2 (回答者数) 2

○従業者評価実施期間 令和7年 12月 1日 令和7年 12月 20日

O従業者評価有効回答象 (対象者数) 9 (回答者数) 9

O事業者向け自己評価表作成日
令和8年 1月 19日

○ 分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識内に行つている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

主に医療的ケアの必要な方、重度心身障がい児者とご家

族の為の重心に特化した多機能型事業所です。

定員は少ないですが、保護者がゆつくりご家族と向き合

える時間をつくつてほしいとの想いから、土曜日も開所

しています。

赤ちゃんから大人の方まで、幅広い世代の方とふれあ

いを大切にと一緒の空間で過ごしていだだいていま

す。

2

3

事業所の弱み (※)だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所や認定こども園、幼稚回等との交流や、地域の中

で他のこどもと交流、活動するオ幾会が少ない。

重心に特化している事業所ということで、重度心身障が

い児のご利用者さんが大半であり、日常のケアで時間が

追われて外出がなかな難しかつたりするので、地域の行

事などの参加が難しい。

地域の公民館のホームページなどで地域の活動の情報

を得たり、SNSを活用し地域交流の機会がない力単盾報

収集していく。

2

3



(別紙 4)

公表 保護者等からの事業所評価の集計結果

事業所名 NPO法人在宅支援グループ みんなの手 天使の居場所
令和 8年  2 月 1 日/ム＼表日

利用児童数 2 回収数 2

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

縮

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 2

2 職員の酉己置数は適切であると思いますか。 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、パリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
2

遺

切

な

支

握

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。
2

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか 。
2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画 (十日別支援計画)がイ作成されていると思

いますか。

2

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ ドラインの「児重発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援 J、 「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。

2

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 2

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か 。

2

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
2

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
2

13 「児重発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレン ト トレーニシ

グ等 )や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

1 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
2

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きようだ

い向けのイベントの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされていますか。

1 1

19

こどもや顔族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対 してそのような場があることについて周

矢巳・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

2

保

鎮

者

へ

の

説

明

等



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
2

21

定期的に逓イと3やホームページ ,SNS等で、活動概要や行事予定、遵緒体制

等の情報や業務に関する自己剖 置の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

1

1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 2

非

常

碑

等

の

対

応

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニユアル、防犯マニユア

ル、感染症対応マニュ刀 レ等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

1 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
1 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
2

26
事故等 (怪我等を含む。)が発生した際に、事業所から返やかな趨鶴や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
1 1

事故が発生したことが無いため、「わか

らない」と回答したが、説明を明確にし

てくださると考えます。

事故等を発生しないよう努めるのはもちろんだが

もし,=生してしまつた場合には、速やかに状′兄報

告、今後の対応などを説明させていたたく。

綺

足

慶

27 こどもは安心感をもつて通所していますか。 2

28 こどもは遍所を楽しみにしていますか。 2

29 事業所の支援に満足していますか。 2



(月」イ氏5)

公表 事業所における自己評価結果

事業所名 NPO法人在宅支援グループ みんなの手 天使の居場所
公表日 令和 8年 2月  1日

チェック項目 は い いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 8 1

全体的に狭いと感じる。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

ん`。
9

3

生活空間は、こどもにわか りやすく構造化された環境になつている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応 じ、ノぐリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

9

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となつている
',｀

。
9

S
必要に応 して、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか 。
フ 2

カーテンで仕切つたリペッドなどで工夫して

いる。

業

務

改

善

6
業務改善を進めるための PDCAサイクル (目標設定と振 り返 り)に、

広く職員が参画 しているか。
8 1

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
9

8
l儀員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
9

月一回のミーテイングで意見交換、情報共有

している。

9
第二者による外部評価を行い、翻面結果を業務改善につなげている

ん`。
9

第二者による外部評価は行つていない。

10
母観員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

F汗修を開催する機会が確保されているか。
9

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 6 3

12

個々のこどもに対してアセスメントを通切に行い、こどもと保護者

の三―ズや課題を客観的に分析した上で、児重発達支援計画を作成

しているか。

9

13

児重発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理貢任者だけ

でな く、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮 した検討が行われているか。

9

用一回のミーテイングで意見交換、情報共有

している。

14
児重発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援が行われ

ているか。
9

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツー,レを用いたフォーマ

ジレなアセスメン トや、日々の行動観察なども含むインフオーマルな

アセスメン トを使用する等により確認しているか。

フ 2

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ ドラインの 「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援 J、 「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に心要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

8 1

17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。 9

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 8 1

通

切

な

支

援

の

提

供



19
こどもの状況に応 して、個別渚動と集団活動を適宣組み合わせて児

菫発達支援計画を作成 し、支援が行われているか。
8 1

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行つてい

るか。

7 2

業務前の打ち合わせは出来る範囲でおこなつ

ているが、不十分なことが多いので、時間の

詐す限り連携 して支援を行つていく。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか。
7 2

22
日 の々支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7 2

記録をとることが不十分なことがあるので、

動画を撮影するなどの方法も取り入れてい

く。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行つているか。
9

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解 した者が参画しているか。
9

2S
地域の保健、医療 (主治医や協力医療機関等)、 障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携 して支援を行う体制を整えているか。
9

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インク,レージョン推進の

観点から支援を行つているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校 (幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図つているか。

9

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校 (小学部)との間で

支援内容等の情報共有と相互理解を図つているか。
8 1

28

(28～ 301よ、センターのみ回答 )

l也域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と運携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行つているか。

29
賢の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援 )協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等べ債極

的に参加 している

'〕

。`

31

(31は、事業所のみ回答 )

7 2
地域の児童発達支援センターとの連携を図 り、必要に応 してスー

パーパイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
2 7

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課超について共通理解を持つているか。
9

送迎時に保護者との情報共有は必ず行うよう

にしている。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレー三ング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行つているか。

9

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
9

36

児重発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

9

3フ

「児重発達支援計画」を示 しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児重発達支援計画の同意を得ているか。
9

38
定期的に、家族等か らの子育ての悩み等に対する相談に適切 に応

し、面談や必要な助言と支援を行つているか。
9

音「度本B談に応 し、適切に対応 している。家族との会話を大切にしている



休
護

者

へ

の

説

明

等

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援を している

か。

5 4

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知 し、相談や申入れがあつた場合

に迅速かつ通切に対応 しているか。

9

41

定期的に通信等を発行することや、 HPや SNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対 して発信 しているか。

フ 2

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 9

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
9

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
5 3

非

常

時

等

の

対

応

45

事故防止マニユアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニユアル等を策定 し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

8 1

46
業務継続計画 (BCP)を策定するとともに、非常災害の発生に偏

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行つているか。
7 2

火災通報、火災消火、避難訓練は定期的に

行つている。

地震、水害に対する訓練も定期的に行うよう

にする。

47
事前に、服票や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
9

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示きに基づく対応

がされているか。
7 2

49
安全計画を作成 し、安全管理に必要な研修や訓I練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
9

50
こどもの安全確保に関 して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づ く取組内容について、家族等へ周知 しているか 。
9

51
ヒヤ リノ(ッ トを事業所内で共有 し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
9

ヒヤリノ(ッ ト帳を活用し、職員で情報共有し

ている。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
9

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う力Чこついて、組織的に

決定 し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

重発達支援計画に記載 しているか。

9



(】U子氏3)

公表 事業所における自己評価総括表

○事業所名 天使の居場所

○保護者評価実施期間
令和7年 12月 1日 令不日7年 12月 20日

O保護者評価有効回答数 (対象者数) 3 (回答者数) 3

O従業者評
―
E闘

令和7年 12月 1日 令不日7年 12月 20日

O従業者評価有効回答数 (対象者数) 9 (回答者数〕 9

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年 1月 19日

○ 分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること
※より強化・充実を国ることが期待されること

工夫していることや意識的に行つている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

主に医療的ケアの必要な方、重度心身障がい児者とご家

族の為の重心に特化した多機能型事業所です。

定員は少ないですが、保護者がゆつくりご家族と向き合

える時間をつくつてほしいとの想いから、土曜日も開所

しています。

赤ちやんから六人の方まで、幅広い世代の方とふれあ

いを大切にと一緒の空間で過ごしていだだいていま

す。

2

3

事業所の弱み (※)だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中

で他のこどもと交流、活動する機会が少ない。

重心に特化している事業所ということで、重度心身障が

い児のご利用者さんが大半であり、日常のケアで時間が

追われて外出がなかな難しかつたりするので、地域の行

事などの参加が難しい。

地域の公民館のホームページなどで地域の活動の情報

を得たり、SNSを活用し地域交流の機会がない力J青報

収集していく。

2

3



(別紙 4)

公表 保護者等からの事業所評イ面の集計結果

事業所名 NPO法人在宅支援グループ みんなの手 天使 の居 場所
/ム＼表日    令和 8年  2 月 1 日

利用児童数         3 回収数 3

保

霞

書

へ

の

醜

明

等

チエック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない c~意見 ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 2 1

2 職員の配置数は題切であると思いますか。 3

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつていると思い

ますか。また、事業所の設偏等は、障害特性に応じて、ノヽリアフリー化や

情報伝達等への配慮が遇切になされていると思いますか。

3

4
生活空間は、清潔で、心地よく過どせる環境になつていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となつていると思います力ヽ
3

題

切

な

支

援

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。
3

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか 。
2 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画 (個別支援計画)が作成されて

いると思いますか。

3

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイ ドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援 J、 「家族支

援 J、 「移行支援 Jで示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

,,｀。

2 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 2 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か 。

3

季節の行事や利用者同士の交流など、い

つも楽しそうです。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地1;。党の他のこどもと活動する機会

がありますか。
1 2

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
3

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
2 1

なんとなく伝わつてきています。日常の

やりとりはイ(1かく丁寧にしていただいて

います。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

1 1 1

仮にその支手震が実施されていなくても、

そのことで事業所の価値は測れません。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
3

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 3 第二の家族です

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 3 心身共にいつも支えられています

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、頻族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベン トの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされていますか。

1 1 1

そんな支援は無くてもよいが。。自治体

や社協の主催する会の参加で充分です。

そういうイベントが事象所で開催できる

よう、自治体が支援してはしい。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対 してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

3

とても適切に文寸応していただいていま

す 。



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
3

21

定期的に通信やホームページ・ SNS等で、活動概要や行事予定、通鶴体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

3

時々SNSを 拝見しています。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 3

非

常

時

等

の

対

応

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

)レ、感染症対応マニユ刀 レ等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

1 1 1

24
事業P万では、非常災審の発生に偏え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
1 1 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
2 1

26
事故等 tl墨我等を含む。)が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
2 1

濁

足

震

2' こどもは安心慰をもって通所していますか。 3

とても安心していると思います。

28 こどもは遍所を楽しみにしていますか。 3

とても楽 しみにしています。

2e 事業所の支援に満足していますか。 3

とても満足しています。



(月」イ氏5)

公表 事業所における自己評価結果

事業所名 NPO法人在宅支援グ)レープ みんなの手 天使の居場所
公表日 令不日8年 2月 1日

チェック項目 fまい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環

境

・

体

制

整

備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 8 1

2
利用定員やこどもの状態等に対 して、 職員の配置数は適切である

か 。

9

配置数は都度適切に修正している。

3

生活空間は、こどもにわか りやすく構造化された環境になつている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応 し、パ リアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

9

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環F見になつているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となつているか。
9

必要に応して、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか。
8 1

業

務

改

善

6
業務改善を進めるための PDCAサ イクル (目標設定 と振 り返 り )

に、広 く職員が参画 しているか。
9

月一回のミーテイングで意見交換、情報共有

している。

7
保護者向け評価表によ り、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
9

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
9

月一回のミーテイングで意見交換、情報共有

している。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か 。

9

第三者による外部評価は行つていない。

10
職員の費質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
9

11 通切に支援プログラムが作成、公表されているか。 7 2

12

個々のこどもに対 してアセスメン トを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析 した上で、放課後等デイサービス計

画を作成 しているか。

9

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。

9

月一回のミーテイングで意見交換、情報共有

している。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援

が行われているか。
9

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツー,レを用いたフォーマ

ルなアセスメン トや、日々の行動観察なども含むインフオーマルな

アセスメン トを使用する等により確認しているか。

7 2

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイ ドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援 Jの「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のね らい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

8 1

17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。 7 2

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 1

通

切

な

支

援

の

提



供

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
8 1

20

支援開始前には職員間で惑ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認 し、チームで連携 して支援を行つてい

るか。

7 2

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返 りを行い、気付いた点等を共有しているか。
5 3

保護者からのお願いや変更点などがあれば、

惑ず記録を残している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
8 1

23
定期的にモニタ リングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行つているか。
9

24
放課後等デイサービスガイドラインの「4つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行つているか。
9

25
こどもが自己選択でさるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行つているか。
9

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会ぅ義

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
8 1

27
地域の保健、医療 (主治医や協力医療機関等 )、 障害福祉、保育

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
9

28

学校 との情報共有 (年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等 )、 連絡調整 (送迎時の対応、 トラフル発生時の連絡 )

を通切に行つているか。

9

29
就学前に利用 していた保育所や幼稚園、認定こども園、児重発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
7 2

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へT多行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

9

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応してスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか。
8 1

32
放課後児重クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
2 7

33 (自立支援 )協議会等へ積極的に参加 しているか。 3 6

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持つているか。
9 連絡ノートを活用し、保護者と情報共有して

いる。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム (ペアレント・トレー三ング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行つているか。

3 5

研修会や講演の案内は職員内で共有している

ことはあるが、今後必要であれば保護者にも

黒内していく。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
9

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。

9

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
9

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応し、面談や必

要な助言と支援を行つているか。
9 できるだけ家族に寄り添い、助言、支援を

行つている。



保

護

者

へ

の

説

明

等

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援を している

か。

4 5

ご家族によつては気軽に外出なで出来ないご

家庭もあ りなかなか難しい。今後オンライン

での参加など出来ないか提案していく。

4生

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知 し、苦情があつた甥合に迅速かつ適切に

対応しているか。

9

42

定期的に通信等を発行することや、 HPや SNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

3 6

43 個人情報の取扱いに十分留意 しているか。 9

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
9

45
覇業所の行事に地よ

`。

寛住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
3 6

地域住民を招待できるほどの行事を行つてい

ない、行うことは難しい。

非

常

時

等

の

対

応

46

事故防止マニュア)レ、緊急時対応マニユアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定 し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施 しているか。

9

47
業務継院計画 (8CP)を 策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避莫に、救出その他必要な訓練を行つているか。
8 1

避難場所へ実際にご利用者と行つたり、経路

の安全確認などを行つている。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
9

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
9

保護者に事前確認 している。都度確認も行つ

ている。

50
安全計画を作成 し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
9

51
こどもの安全確保に関 して、家族等 との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知 しているか 。
9

52
ヒヤ リ八ッ トを事業所内で共有 し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
9 ヒヤリ八ット帳を活用し職員で情報共有して

いる。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
9

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う力Чこついて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

9


